
ヲ謝210 383

星座の日本国名に封ずる私見を讃みて

草　　隠 密

　総ての學術語を完全に統一すると云ふことは，誠に困難なことであって，自

分は仕事の一説上，星座三面慶統一iと云ふことになると，入並以上に關心を持

たざるを得ない．本紙八月號に表題の如き西森氏の記事を拝見して感じたこと

は，氏の御主旨には双手を學げて賛成するに吝でないが，星座名個々に封ずる

意見は，こ二，三，を除けば，遺憾乍ら氏の御高見に賛同し得す・以下大姦の反

回意見を例記して見たいと思ふ．

　先づ前提として，西森氏は“日本語も漸次字で書く言葉より口で話す言葉に

攣って行く”から，此の時代の波に鷹じねばならぬと云ふ．誠に御読の通りで

あらうが，・一wa日本の國字は昔のことは兎に角，今，現に片庇名と早戒名に使

ひ分けがあって，片面名使用の場合は，獲書通り表はせる文字も，李假名使用

の場合はそうはゆかない・

　軍に假名書と云っても，片臭名“男性文字”と李假名“女性文字”をゴチャ

ゴチャにされての意見は迷惑である．そして氏の御高見にも似合す，全く着れ

を無硯して居る？あは意外であった．

　腐れを前提として星座七一ツーツを吟味して見たい．

“はいきき”…・・一眞室ポンプや室氣ポンプを眞：空面面器，室氣排流器等と呼

ばねばならぬ理由はない・ポンプは立派な現代日本語である．わざわざ攣へる

必要はあるまV・．ポンプを，‘‘はV・きき”ならコップは，c‘さかすき”か？‘‘うし

かい”………御汁の通り“牧夫”と書けば二様に讃める．自身も度々質問を受

けた経験があるので，左様な時は飽迄，“まきを”で押して來た・是れに就ては

天界161號406頁の山本博士の“天文用語に關する私見と主張（3）”を一讃せられ

たい．今後機會ある如に“まきを”を假名書で徹底させればよからう・“牧夫”

に手をつけて何故“謁架”に手をつけなかったか？

“ジラフ”………まったくサタの限りである．西森氏は動物園で暗示を得られ

たのだ相だが，“ジラフ”と“キリン”とどっちが日本人にピンと來るだらう
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かア　氏の主張に少しく矛盾する貼がある様に思はれる．わざわざ攣へるため

の理由を見つけに動物園まで御出張された様なもの，弓丈遊戯或はCC文字の遊

戯”と見られはせぬだらうか？“カシオペ”・・…・…天界157號249頁参照“ヤ”

を略するのには賛成し験ねる．然らば何故アンドロメダの“ダ”を略しなかっ

たのか？“ケンタウル。“ケフエ”………天界157號250頁参照．自分はセンタウ

ル，セフエウス，シグヌス等と呼んでみる．

“かみのけ”・…・…・まさか“かみ”を紙星座等と早二三する程頭の良い人？

は居まいから“かみ”でよからう．

“じうじ”……・一e分がキリスト教信者だから十字架座を主張するのではなV・

が，面前通り‘，じうじか”として宗教的のものが一つ掃いあってもよからう．

輩に“十字”でば“北十字”‘r白鳥座”と漉同されぬとも限らぬ“お玉いぬ”“は

くちょう”“おSかみ”“ほうをう”“お」くま”……西森氏の假名使ひは無茶苦

茶である．例へぽ大犬の場合片病名で書けば，“オSイヌ”でも準假名を使用す

れば“おほいぬ”と書かねばならぬ．何を苦しんで認識の仕法様式を．攣へねば

ならぬか・印ち，“おほいぬ”“はくてう”“おほかみ”・“ほうわう”“お・ぼくま”

で攣へる必要はない．“りゆう”………是れには賛成する“龍”は“りよう”よ

り“りゆう”の方が良いと云ふ．“ヘルクル”賢作じゃない．星座磯明面癖の歴

兜も考慮せ’ねばならぬ．語路も悪く；t女宿ヘルクレスの勇肚味がなくなり，探

用の理由もコヂツケの感がある．それぼ．ど攣へたければ“東郷”とが“乃木”

とかに攣へてはどうですか？　是れなら交句なしに賛成する，“うみへび”……

…曇れは賛成する．“インドじん”遂：に片假名ど雫恨名とゴチャゴチャが飛出し

た．西森氏も俵名の使ひ分けは認めてみるのだ。次にINDUSの歴史は御存

知です？　此の星座はコロンブスのアメリカ大陸獲見の記念であって，印度人

ではなく實際彼等の見たのはアメリカ，インデアンなのだから，山鼠通り“・fン

デヤン”で良V・．今日インデヤンが何か知らぬ日本人は恐らく居まいと思ふ・

街天界161號409頁参照せられた）・．“テ1ブルやま”・一…是れも爾武名の協力

になってみるが攣へる必要は認められなV・．むしろ唯一の日本の二丈記者の名

を冠したことを我々は世界中に誇りたV・のである4・t‘ひらやま”“いっかく”理

由は略するが賛成する．“はちぶんぎ”“ろ’くぶんぎ”“はちぶぎ”“ろくぶぎ”
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なら判るが，是ればまったく愚作である．尤も“はちぶぎ”“ろくぶぎ”も賛域

し袋ねるが，天界161號411頁参照せられたV・。“らしんぎ”……反封である理由

は前と同段．以上の糸｝1倫として，西森氏とは個人的にも面識があり，從來種々

御盛捲願ってみるのに，誠に御斎の毒ではあるが，賛成は三星座のみで他はす

べて反卜してみる諜で恐縮である・

　術御参考までに，支那の弓丈學名詞に依れば，“へび座”を．“亘蛇”としたら

．ttﾖび”は“長蛇”です？．丁度支那名とは反封を探用する課で，支那とは同

文同種の民族だから，斯様にせ’ねばEl本人の面「1が立たぬのかも知れなVO・“私

有の天文學名詞は，中國32年1月初版，上海商務印蒔丁丁行”・

　追記　自分は京大並びに花山天丈藁在籍中は色々の意昧で自重的に遠慮して，一・切私見

は書かす，天界利用か差しひかへる立前か探つくるまし7こ簸れこも，’今後はその必要もな

くなりまし†こので，機會がありますれば時々愚論fP書かぜて頂き度・’s思ひます一■叉杢く

別の事でずが愚作の星圖に就きましくも種々の不評は知ってゐ決す．それに就ても一言，

いや云ひ度いこミは山程ありましすごが，言はぬが花S沈獣勉守って來まし†こ・術又，星圖

に關すうものに就ても既刊星回ノルト￥，ボン，シユ！リギヨツツ，其他五種ばかり，ア

ラ探しもしくあVJ，材料は持くるまずが，只それか書けば他の揚足取リミ見られるので途

慮してゐうに過ぎまぜκ）・愚作の互圖がキタナイミ云ふ；ミは僕自身が踊初から大いに宣

傳しくみろこごであvJまし（，是れは最初の比定が期様な印刷法i：すろ爲ではなかつ71こ

εに起因します・然し星圏ぼ清耗品であU）ますからキタナイご云ふ事は星圖の利用償値が

なくなろご云ふ事1：　（弍　79らナSい筈でず．今度の正誤表には絶封の責任か持ってるまず．

　　　　　　　　　　　　　　　　1938年8月7日　　溝水下にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草　　場　　　修

司三江漢の天球圖

　司馬江漢（1738－1818）は，明和の頃，浮世性毛として名を馳せ，唐壷，洋吉

をよくし，書家として著明である．亦市井の學者，哲人として長崎にも遊學し

當時の蘭學に通じ，銅版檜を創製した奇才であって，寛政7年極彩色の銅版縮

の天球圖（バイエルのウラノメトリアを零したものか？）と，天文書を著述し

た．此の天球圓は，日本最初の銅版紛として珍らしいもので，最近大阪の点語

西森紀久雄氏が入手された・


